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令和４年４月

埼
玉
県
退
職
校
長
会
副
会
長
　
　
演
　

野
　
紀
　
生

過
日
、
後
期
高
齢
者
免
許
更
新

の
為
に
、
さ
い
た
ま
市
の
教
習
所

で
講
習
を
受
け
て
き
た
。

送
迎
バ
ス
の
車
窓
か
ら
見
え
九

松

並
木
は
、
殆
ど
が
枯
れ
て

い

て
、
伐
採
の
印
で
あ
ろ
う
テ
ー
プ

が
巻
か
れ
て
い
た
。
松
の
材
線
虫

の
害
虫
や
ら
病
原
菌
の
繁
殖
や
ら

で
、
枯
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

私
は
、
雑
木
林
が
好
き
だ
。

ま
ず
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
景
観

が
美
し
い
。

次
に
、
生
命
を
育
む
絶
妙
の
場

で
あ
る
。
地
中
に
微
生
物
・
虫
も

生
き
、
地
上
に
は
昆
虫
や
鳥
が
飛

び
交
い
、
獣
も
生
活
し
て
い
る
。

若
し
、
一
種
類
の
木
の
林
で
、

そ
の
本
の
害
虫
や
病
原
菌
等
が
発

生
し
た
ら
、
林
は
壊
滅
的
な
被
害

を
こ
う
む
り
、
そ
こ
に
住
む
生
き

物
は
、
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
し
ま
う
。
し
か
し
、
多
く
の
種

類
の
木

が
存
在
す
る
雑
木
林
で

は
、
あ
る
種
の
木
に
病
害
虫
が
発

生
し
そ
の
種
の
木
が
滅
し
て
も
、

林
と
し
て
の
機
能
は
な
く
な
ら
な

い
し
、
そ
こ
に
住
む
微
生
物
・
虫

・
鳥
・
獣
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
は

生
じ
な
い
と
思
う
。

更
に
、
年
数
を
経
れ
ば
、
林
で

滅
し
た
種
の
木
も
、
鳥
が
種
を
運

び
、
又
再
生
し
て
い
く
。
雑
木
林

は
、
美
し
い
の
み
な
ら
ず
、
柔
軟

で
多
様
で
強
い
と
思
う
。

多
様
な
生
物
が
林
を
支
え
、
林

は
多
く
の
生
物
を
育
ん
で
い
る
。

組
織
も
同
じ
と
考
え
る
。

埼
玉
県
退
職
校
長
会
は
、
各
会

員
・
班
・
支
部
に
支
え
ら
れ
、
県

退
職
校
長
会
は
、
各
会
員
・
班
・

支
部
を
支
え
て
い
る
。

会
長
を
中
心
に
、
事
務
局
の

方
々
が
、
会
員
の
方
々
の
多
種
多

様
な
意
見
を
検
討
し
、
そ
の
時
の

状
況
に
応
じ
た
適
切
な
判
断
が
な

さ
れ
、
会
が
運
営
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
る
。
柔
軟
な
強
い
組
織
と
思

う
。
各
支
部
も
同
様
に
、
柔
軟
で
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レ

ド

い
且
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‐
‘パ
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且

‘ｙ
パ

言

丿

で
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‘レ ハ

４

丿

ｊ

；
｛
、

ぼ

つ

強

い

組

織

と

思

う

。

こ

こ

２

年

間

、

新

型

コ

ロ

ナ

の

影

響

で

、

従

来

通

り

の

活

動

も

、

①

②

③

⑩

ｊ Ｖ －

優
な
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
に
限
ら
ず
、
今
後
も

環
境
や
条
件
の
大
き
な
変
化
が
有

り
得
る
。

然
し
、
会
の
目
的
を
中
核
に
据

え
た
、
環
境
の
変
化
へ
の
よ
り
良

い
対
応
が
、
今
後
も
史
な
る
会
の

発
展

∴
更
な
る
教
育
の
進
展
を
、

推
進
す
る
も
の
と
思
う
。

北
足
立
北
部
支
部
長
　
秋
　

池

令

和

４

年

２

月

１

日

の

毎

日

新

聞

に

は

、
「

教

員

不

足

」
が

ト

ッ

プ

欄

に

掲

載

さ

れ

た

。

都

道

府

県

別

に

見

る

と

、

埼

玉

県

で

は

、

小

学

校

１

６

８

名

、

中

学

校
8
7
名

の

不

足

、
全

国

で

ワ

ー

ス

ト

ー

位
（
小

）
、

２

位
（
中

）
で

あ

っ

た

。（
2
0
2
1

年

度

始

業

日

の

教

員

不

足

数

）

教

員

不

足

の

原

因

は

、

マ

ス

コ

ミ

や

文

献

等

で

も

論

じ

ら

れ

、

文

科

省

は

、

平

成
3
0
年

８

月

に

教

員

不

足

の

解

消

対

策

例

と

し

て
1
2
項

目

の

内

容

を

挙

げ

て

い

る

。

例

え

ば

、

○

教

職

経

験

者

等

に

対

す

る

特

別

選

考

の

実

施

○

正

規

教

員

や

臨

時

的

任

用

教

員

等

の
年

齢

の

上

限

引

き

上

げ

功

○
退
職
教
員
の
再
任
用
と
し
て
の

積
極
的
な
活
用

○
（

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
た
臨
時

的
任
用
教
員
の
求
人
、
等
々
。

対
策
例
は
、
意
義
あ
る
内
容
が

含
ま
れ
、
現
在
対
策
の
多
く
が
実

施
さ

れ
て

い

る
と

思

う
。
し

か

し
、
若
い
方
や
退
職
者
を
含
め
て

臨
時
的
任
用
者
の
勤
務
時
間
に
柔

軟
性
や
任
用
制
度
の
改
革
例
は
出

て

い
な
い
。

ヽ

私

は
6
5歳

か

ら
7
0歳

近

く

ま

で
、
通
信
制
の
私
立
高
校
で
社
会

科
の
授
業
を
担
当
し
た
。
脆（
味
を

示
さ
な
い
生
徒
に
ど
の
よ
う
に
し

て
関
心
を
持
た
せ
る
か
、
創
意
工

夫
し
、
現
職
時
代
の
経
験
を
フ
ル

に
生
か
し
、
プ
リ
ン
ト
学
習
、
討

論
、
発
表

学
習

等

を
取

り

入

れ

た
。
自
分
な
り
に
楽
し
く
、
や
り

が
い
を
も
っ
て
勤
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
５
年
間
勤
務
で
き
た
の
は
、
担

当
し
た
の
が
教
科
の
授
業
だ
け
で

あ
り
、
勤
務
が
毎
日
で
な
く
、
勤

務
時
間
も
自
分
な
り
に
選
択
で
き

た
か
ら
で
あ
る
。

今
日
の
公
立
小

・
中
学
校
で
も

県
費
の
教
科
担
当
非
常
勤
講
師
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
制
度
改
革

を
行
い
、
退
職
者
や
若
者
で
も
常

勤
で
な
く
て
も
勤
務
で
き
る
よ
う

に
す
れ
ば
、
臨
時
的
任
用
者
の
希

望
も
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

行
政
担
当
者
は
、

い
ろ
い
ろ
対

策
を
考
え
て
い
る
と
思
う
が
、
さ

ら
に
前
進
を
望
み
た
い
。

教
員
の
数
が
増
え
れ
ば
、
労
働

時
間
や
事
務
処
理
、
生
徒
指
導
等

の
負
担
軽
減
に
も
繋

が
る
。

今
年
度
、
あ
る
中
学
校
で
理
科

の
臨
時
的
任
用
者
が
決
ま
ら
ず
、

退
職
校
長
に
依
頼
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
勤
務
が
５
日
間
で
、
。
般
教

員
と
全
く
同

じ
勤
務
時
間
で
あ
っ

た
。
そ
の
方
は
、
教
科
だ
け
な
ら

勤
務
が
で
き
る
と
述

べ
て

い
た
。

結
局
そ
の
学
校
は
、
淑
費
の
時

問
講

師
で
対

応
せ

ざ

る
を

得
な

か
っ
た
。
制
度
そ
の
も
の
を
産
休

や
育
休
、
欠
員
補
充

、
加
配
等
の

配
置
か
ら
多
様
な
在
り
方
を
工
夫

す

べ
き
で
あ
る
。
配
置
さ
れ
る
べ

き
人
数
の
教
員
が
集
ま
ら
な
い
の

で
は
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
、
教

職
員
に
と
っ
て
悲
し
い
こ
と
で

あ

る
。
国

や
地
方
行
政
は
、
教
育
予

算
の
増
加
を
積
極
的

に
推
進
し
て

欲
し
い
。
ま
た
、
政
治
家
に
は
、

国
会
や
地
方
議
会
で
人

い
に
教
員

不
足
解
消
を
議
論
し
て
も
ら
い
た

ｔ
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